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Arqa TX1またはRX1をお買い上げいた
だきありがとうございます。本書では初
期設定の手順について簡潔に説明して
います。

不足しているアイテムがある場合
は、Datapathまでお問い合わせください。

パッケージ内容
Arqa TX1本体 x 1、または 
Arqa RX1本体 x 1

ARQA TX1（トランスミッタ ユニット）

  �1 x 壁電源ユニット 12V 1A（英国、欧州また
は国際プラグ

  1 × DVI-HDMIケーブル1.8m

  1 × USBケーブル1.8m

  2 × オーディオケーブル1.8m

  1 × DVI - HDMIアダプタ

  1 × ラバーフィート（4個入り）

  1 × マウントパッド（4個入り）

ファイバーバージョンのみ
  �2 × SFP 1Gマルチモード 最大500m。1本
は機器に接続されており、もう1本はスイ
ッチに遠端接続できるように同梱されて
います。
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 ARQA RX1（レシーバーユニット）

  1 x 壁電源ユニット 12V 1A（欧州または国際プ
ラグ）

  1 × ラバーフィート（4個入り）

  1 × マウントパッド（4個入り）

  1 × DVI - HDMIアダプタ

ファイバーバージョンのみ
  2 × SFP 1Gマルチモード 最大500m。1本は機

器に接続されており、もう1本はスイッチに遠端接
続できるように同梱されています。

 ラックマウントキット（オプション）

  1 × RPSU付きラックシェルフ

  1 × 主電源ケーブル

  1 × フェースプレート

  冗長電源ユニット（RPSU）

  �1 × フェースプレート固定ネジを含む付属品
バッグ

Arqaクイックスタートガイド
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ARQA RX1/CおよびTX1/C銅線ユニットの接続

PC

PCからの
DVI入力 PCからのオ

ーディオ

USBから
PCへ

オーディオから
PCへ

モニターへのDVI
出力

モニターへのDVI
力（オション）

マイクからのオー
ディオ入力

スピーカーへの
オーディオ出力 USBキーボードとマウス

電源ソケット 
12V 1A

電源ソケット 
12V 1A

Local DVI - In RS232

In

DC USB KVM - Link

Out
Local DVI - Out

TX1/C

RS232In Out

USB

DC

KVM - LinkDVI - Out

RX1/C

ネットワークケーブルCA-
T5e/6。

最大150メートル/492フ

Arqaクイックスタートガイド

5



ARQA RX1/FおよびTX1/F光学ユニットの接続

PC

PCからのDVI
入力 PCからのオ

ーディオ

USBからPCへ

オーディオか
らPCへ

モニターへのDVI出力

モニターへのDVI
力（オ

マイクからのオ 
ーディオ入力

スピーカーへのオーデ
ィオ出力

USBキーボ 
ードとマウス

電源ソケット 
12V 1A

電源ソケット 
12V 1A

Local DVI - In RS232

In

DC USB KVM - Link

Out
Local DVI - Out

TX1/F

RS232In Out

USB

DC

KVM - LinkDVI - Out

RX1/F

ネットワークケーブル
マルチモードファイバー。

最大 500 メートル/1640 フ
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接続図を参考にして、Arqa RX1とTX1を次のように接続します。

  Arqa RX1およびTX1の両方を、付属の12V 1A電源に接続します。

  �USBケーブル（付属品）を、PCのUSBポートおよびArqa TX1のUSBポートに接続します。

  キーボードおよびマウスをArqa RX1のUSBポートに接続します。

  Arqa RX1/CおよびTX1/Cを、CAT5e/6ケーブル（別売）を使って接続します

  �Arqa RX1/FおよびTX1/Fを、各ユニットのSFPモジュールに接続されたファイバーケーブ ル（別売）を使用
して接続します。

  �PCのグラフィックス出力を、付属のHDMI - DVIビデオケーブルを使用してArqa TX1のDVIポートに接続し
ます。

  �必要に応じて、Arqa TX1のDVI出力ポートをローカルモニターに接続します。付属のDVI/HDMIアダプタ
を使って、本来のHDMIケーブルをローカルモニターのHDMI入力に再接続することも可能です。

  �モニター付属のビデオケーブルとArqa RX1レシーバー付属のDVI/HDMIアダプタを使い、Arqa RX1 DVI
出力ポートをリモートモニターに接続します。

  �ネットワークスイッチを使用する場合は、ユニットからのすべてのエンドポイントをスイッチに接続します。
すべての接続で最低でも1Gbit/秒の帯域幅を確保してください。動画を共有する場合は、ネットワークス
イッチがIGMPスヌーピングに対応している必要があります。

Arqaクイックスタートガイド
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ARQA TX1をRMKに取り付ける
Arqa TX1を、左上および右下のネジ（1）を外してフェースプレートに取り付けます。フェースプレートの空き
ネジ穴 （2）を合わせて、Arqa TX1ユニットをネジで所定の位置に固定します。

RMK

1

2

1

2

1

2

1

2
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電源をRMKに取り付ける
Arqaユニットがラックマウント内に固定されたら、電源コネクタピンの保護キャップを外して、電源ユニット

（PSU）の電源ケーブルをArqa本体の背面に接続します（1）。主電源ソケットはArqa本体への電力を遮断
する際に使用できるため、ラックマウントで取り付ける際には簡単にアクセスできるようにしておく必要が
あります。必要に応じて両方のケーブルを外し、キャップを戻して電源を外します。

電源ステータスアラーム接点（2）は閉接点です。PSUに障害が発生するか電力が供給されない場合に開き
ます。これらの接点は、PSUに障害が発生した時にユーザーに警告を送るサードパーティ警報システムを設
定する際に使用できます。

PSUを主電源（5および6）に接続すると、PSUステータスLED（3）PSU 1と（4）PSU 2が緑色に点灯します。こ
れは、PSUが正常に作動していることを示しています。いずれかのLEDが点灯しない場合は、主電源ケーブ
ルがPSUの背面にしっかりと差し込まれているか確認してください。

2

5 6

3 4

1

Arqa Arqa Arqa Arqa
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ポイントツーポイント接続のセットアップ
ポイントツーポイント接続の開始（ネットワークスイッチなし）

ポイントツーポイント接続の開始方法は、Datapath Arqaの銅線バージョンまたはファイバーバージョンの
どちらを使用している場合でも同じです。

  PC、Arqa TX1およびRX1間のすべての接続が正常であることを確認します。

  PCと両方のモニターの電源を入れます。

  両方のユニットで初期化プロセスが始まり、赤いステータスLEDが数秒間にわたって点滅し、その後緑色
に点灯します。

  �キーボードのスクロール キーを5回続けて素早く押してオンスクリーン・ディスプレイメニューを開き、
「P」と入力してポイントツーポイントモードを有効にします

 モニターに、PCのデスクトップと開いているすべてのアプリケーションが表示されます

ポイントツーポイントの単一接続
Screen, Keyboard & Mouse

Distance up to 150m Copper / up to 500m - Fiber

PC

Arqa TX1Arqa RX1

Arqaクイックスタートガイド
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デバイスの基本インストール方法
Arqaデバイスの接続：

5～7ページの詳しい説明に従って、Arqaデバイスを接続します。後で単一のキーボードおよびマウス装備
のワークステーションにOneControl構成を行う場合は、単一のキーボードおよびマウスUSBをどのレシー
バーに接続したかを記録しておくと便利です。後ほど、ソフトウェアにこの情報を入力する必要があります。

ArqaをAetriaネットワークの一部として使用する例
Arqaデバイスは通常、KVMコントロールで複数のソースを複数のディスプレイに接続する単純なAVマトリ
ックスを設定するか、ビデオウォールコントローラまたはAetria Workstationにソースを集約する手段とし
て設定することができます。ArqaをOneControlと併用すると、Arqaベースのワークステーション内、または
Arqaレシーバーを使用するAetria Workstation内のソースを自由に切り替える、ダイナミックKVMスイッチ
ングを実現できます。オペレーターはOneControlを使い、キーボードとマウスだけでデスクにいながら複数
ソースをリモート制御できます。

AVマトリックススイッチの例

AETRIAでARQAデバイスを設定する

Arqa RX1

Screen, Keyboard
 & Mouse

Arqa RX1

Screen, Keyboard
 & Mouse

Arqa RX1

Screen, Keyboard
 & Mouse

Arqa RX1

Screen, Keyboard
 & Mouse

Arqa RX1

Screen, Keyboard
 & Mouse

Network Manager Server

Network 
Switch

Up to 2000
Endpoints

PC

Arqa TX1

PC

Arqa TX1

PC

Arqa TX1

PC

Arqa TX1

PC

Arqa TX1
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リモートソースアグリゲーションの例

リモートシステムの操作をこのように設定することで、複数のリモートサーバーを1つの総合ワークスペース
に統合してリモートシステムを制御したり、ビデオウォール上で表示したりできるようになります。下記は、ネ
ットワークスイッチングを使うことで、ビデオウォール上で表示できる入力数を増やす方法の一例です。この
例では、1台の物理的なウォールコントローラ入力を使用して、4つの独立したリモートサーバーを選べるよ
うにしています。

SCADA Server

Arqa TX1 Transmitters Arqa TX1 Transmitters

Tra�ic Server PLC System GIS Servers

1G Network Switch Aetria Network Manager

Video Wall

Up to 512 sources

Arqa RX1 Receiver

VSN Video Wall Processor

USB
HDMI
Cat 5 Cable

Multiheadグループ

Multiheadグループを使用すると、複数の出力を持つデバイスから1つのソースを作成できます。例えば、PC
に最大4つの出力がある場合、これらの出力をグループ化して1つのソースを作成することができます。

Multiheadグループソースは、Aetria内のMultiheadグループサポートを使用して設定したArqa 
OneControlでのみ開くことができます。

ArqaデバイスをMultiheadグループとして設定するには、グループ化する各デバイスの出力にArqa Txを接
続してください。この時、デバイスとArqa TxをつなぐUSBケーブルが最初の接続点となるようにしてくださ
い。次に、Arqa OneControlグループでMultiheadサポートを設定する必要があります。

Multiheadグループの作成方法については、Aetria Command Centerのヘルプファイルを参照してくださ
い。

Arqaクイックスタートガイド
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Detected Selected 
device 

properties

これで新たなデバイスを正常にAetriaシステムに追加できました。

AETRIA COMMAND CENTER内でのデバイス構成
デバイスの接続およびネットワーク設定の確認

まず、すべてのユニットが前述の方法でネットワークスイッチ、および対応するビデオソースとシンクに接続
されていることを確認してください。

また、すべてのArqaデバイスが、Aetria Network Managerサーバーと同じ物理および論理ローカルエリア
ネットワーク（LAN）上にあることを確認してください。この構成はDatapathで事前に設定済みです。次のス
テップに進む前に接続し、起動させる必要があります。推奨されるネットワーク設定は、Aetriaネットワーク
設定ガイドラインに記載されています。

すべてのArqaユニットが接続され電源がオンになったら、本体正面のLEDランプが赤く点滅していることを
確認してください。これで接続準備は完了です（LEDランプと説明の一覧表は、Arqaクイックスタートガイド
11ページに記載されています）。

Arqa デバイスの検知

Aetriaネットワークに接続されたマシンのいずれかからウェブブラウザを開き、以下の手順に従ってAetriaロ
グインページで操作します。ユーザーのIDとパスワードを入力します。

Aetria Command Centerにアクセスしたら、「マネージ」タブに移動し、「ハードウェア設定」をクリックしま
す。次に、『クイックプロビジョン』または『プロビジョン中』（以下にハイライト表示）をクリックして、新しい
Arqaソースを検出し、システムに追加します。

左側の『すべてのデバイス』では、ネットワークで自動検出されたArqaデバイスすべてが表示されます。各デ
バイスをハイライト表示させると、右側に『デバイスのプロパティ』が表示されます。ここで各デバイスの主な
プロパティを設定できます。

Arqaクイックスタートガイド
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ここでは、Aetria®環境内で初めてArqaのオンスクリーンメニュー（OSM）を使用する際の基本なやり
方を簡単に説明します。この段階で、システム管理者によってAetria Command Center内にAetria 
OneControlグループが作成され、Arqa Workstationの操作に使うショートカットが設定されていま
す。Arqaユニットが電源に接続されていることを確認します

ARQA WORKSTATIONでの操作

ワークステーションのマウスを画面間で移動させると、現在アクティブな画面上で赤い境界線が点滅し
ます（管理者がAetria Command Centerでこの機能を有効にしている場合）。現在のリモート接続の
詳細を示すArqaオンスクリーンメニュー（OSM）が各画面に表示されます。

ログオンする

スクロールロックを5回押すか、システム管理者から提供される事前設定済みのショートカットを使用
して、表示されたログイン画面にアクセスします。

システム管理者から提供されるログインIDとパスワードを入力します。ログインでは大文字と小文字を
区別して入力してください。ログインに成功すると『ステータス画面』が表示されます。

デバイスリストを開く

デバイスリストを開くには、システム管理者から提供される設定済みのデバイスリスト用のショートカッ
トキーを使用します。

または、スクロールロックを5回続けて素早く押してコントロールメニューを表示し、「L」を押してデバ
イスリストを表示することもできます。

『デバイスリスト』には、Arqa Workstationで使用できるソースのリストが表示されます。リスト
は、Aetria Command Centerで設定されたユーザー権限に基づき異なります。

現在アクティブなWorkstation画面に特定のソースを表示するには、キーボードの上下カーソルキーを
使用して必要なソースを選択します。Enterキーを押してリモートソースに接続すれば、そのソースが画
面に表示されます。デバイスリストで別のソースを選択すると、その選択が優先され、既存のソースから
切り替わります。

Workstation画面からソースを削除するには、管理者から提供された『切断』用のショートカット キー
を使用します。ショートカットキーを押すと、デバイスが未接続の状態に戻ります。または、『デバイスリス
ト』を再度開き、『デバイスリスト』を開いた状態でDを押して切断することもできます。

コンテンツの共有

Push

SHARE RX（PUSH）メニューを開く場合にも、システム管理者が作成した設定済みのショートカットキ
ーを使用します

画面上のメニューの使用 - ARQA WORKSTATION

Arqaクイックスタートガイド
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プッシュ機能を使用すると、Aetria Command Center内で設定されたユーザーのアクセス権に応じて、選
択したコンテンツをウォールや別のユーザーのワークステーション画面で共有できます。

キーボードの上/下カーソルキーを使用して必要なソースを選択し、Enterキーを押すと、ソースがウォール
で共有されます。

レシーバー名の前に「（W）」が表示されている場合は、このレシーバーがDatapathビデオウォールコントロ
ーラーの送信先であることを意味しています。この場合はウォールレイアウトの一部として、ウォールコント
ローラー上で適切なビデオキャプチャ ウィンドウを開く必要があります。

ウォールのスーパーバイザーまたは管理者は、Aetria内のビデオウォール レイアウト構成の一部とし
て、Arqaデバイスからのキャプチャウィンドウすべてにウォールのオンスクリーンディスプレイ（OSD）が含ま
れていることを確認します。このOSDには、オペレータの「プッシュ」リストに表示されるのと同じように接続
済みArqa レシーバーの名前が表示されるため、自分の共有リストにあるデバイスとウォールに表示される
コンテンツの場所を簡単に照合することができます。

Get

SHARE TX（ゲット）メニューを開く場合にも、システム管理者が作成した設定済みのショートカットキーを
使用します。get関数を使用することで、選択したコンテンツを取得してワークステーションに表示すること
ができます。

ログアウト

Arqa Workstationからログアウトするには、『デバイスリスト』を開き、システム管理者が作成した設定済み
のデバイスリストのショートカットキーを使用して、キーボードの「U」を押します。

Arqaクイックスタートガイド
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トラブルシューティング
LED 原因 解決方法

LEDが点灯し
ない。 電源が入っていない。 電源ユニットが接続されていることを確認して下さい。

LEDが赤く点
灯する

物理的な接続上の
問題

有効な接続がなく、ビデオが表示されていません。すべての配
線を確認してください。

LEDが赤く点
滅する

Arqa TX1およびRX1
間の接続がない。

RJ45/ネットワークケーブルが接続されていることを確認して
ください。接続時にはカチッという音がするはずです

LEDがオレン
ジ色に点灯
する。

モニターに画像が表
示されない。

Arqa TX1からローカルPCへのすべての接続を確認してくだ
さい。
Arqa RX1（モニター）ケーブルが正しく接続されているか確認
してください。
すべてが正しく接続されているにもかかわらず機能が表示さ
れない場合は、電源を接続しなおしてください。
オンスクリーンディスプレイが表示されている場合は、「O」オ
プションを選択し、モニターの解像度を選択します。次に、キ

LEDが緑色に
点灯する。

キーボードが機能し
ていない。

キーボードを取り外して、再度接続し、ドライバーがインスト
ールされるまで待機します（数秒間）。

両側のすべてのUSB接続を確認してください（Arqa TX1およ
びRX1）。

それでも動作しない場合は、電源プラグを抜いてから、もう一
度差し込んでみてください。

LEDが緑色に
点灯する。 音声がない。

オーディオ接続を確立する:
ステレオジャックをPCのオーディオ出力（緑色）に接続
し、Arqa TX1の「入力」ソケットに接続します。Arqa RX1の「出
力」をスピーカー/ヘッドフォンに接続します。
マイク接続を確立する：
ステレオジャックをPCのマイク入力（ピンク）に接続し、Arqa 
TX1の「出力」ソケットに接続します。Arqa RX1の「入力」をマイ
クに接続します。

LEDが緑色に
点灯する。

画面がちらつく、表示
がおかしい。

Datapathウェブサイトから最新のファームウェアをダウンロ
ードしてインストールします。

Arqaクイックスタートガイド
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LEDが緑色
に点滅する。

Arqa RX1とTX1に異
なるファームウェアが
インストールされてい
るか、USBに互換性
がない。

Datapathサポート チームにお問い合わせください。

LEDの点灯
色が異なる。

Arqa RX1とTX1に異
なるファームウェアが
インストールされてい
る可能性がある。

オンスクリーンディスプレイに入り、ファームウェアのバー
ジョンを確認します。オンスクリーンディスプレイを開くに
は、「Scroll Lockキー」を少なくとも5回続けて素早く押し
ます。ファームウェアのバージョンがメニューの下に表示さ
れます。ファームウェアのアップデートが機能しない場合
は、Datapathサポート チームにお問い合わせください。

Arqaクイックスタートガイド

17



著作権宣言文
© Datapath Ltd., England, 2023

Datapath Limitedは本書の版権を所有しています。本書の一部または全てを、Datapath Limitedの明確な
許可なく、電子形式で複製、公開、保存、またここに記載されている以外の目的で使用することは禁じられ
ています。

当クイックスタートガイドに記載されている情報の正確性には万全を期していますが、Datapath Limited
は内容についての評価や保証は行わないものとし、記載の誤りや欠落による責任は一切負いかねます。

Datapathは事前の通知なく仕様を変更する権利を有し、提供した情報の使用に関する責任は負いません。
本書で使用されているすべての登録商標はDatapath Limitedにより承認されています。

Datapath Ltdは、Arqa KVM製品がDirectives 2014/30/EUおよび2014/35/EUの基本的な要求およびその
他の条件に適合していることを宣言します。

当社の適合宣言は、必要に応じてコピーを提供いたします。

Datapath Limited  
Bemrose House 
Bemrose Park 
Wayzgoose Drive 
Derby, DE21 6XQ 
UK

製品の適合性認証リストの完全版は、製品のユーザーガイドに記載されています。

認証

本デバイスは FCC 規則のパート 15 に準拠しています。操作は次の2つの条件の制約を受けます：(1) 本デ
バイスは有害な干渉を引き起こしてはならず、(2) 本デバイスは、望ましくない動作を引き起こす可能性のあ
る干渉を含め、受信したあらゆる干渉を受け入れなければなりません。

Arqaクイックスタートガイド
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本デバイスはFCC規則のパート15に準拠しています。操作は次の2つの条件の制約を受けます：(1) 本デバ
イスは有害な干渉を引き起こしてはならず、(2) 本デバイスは、望ましくない動作を引き起こす可能性のあ
る干渉を含め、受信したあらゆる干渉を受け入れなければなりません。

本装置はテストを通過し、FCC規則パート15に従って、クラスBデジタルデバイスの制限に準拠すること
が確認されています。これらの制限事項は、商業区域で使用した場合に生じる可能性のある電磁障害に
対して、道理に適った保護を提供するために制定されたものです。本装置は無線周波数エネルギーを発
生、使用、放射します。指示に従わずに設置し使用すると、無線通信に危険な干渉を引き起こすことがあ
ります。住宅地域で本装置を操作すると電磁障害を引き起こす可能性があるため、ユーザーは自己負担
にて障害を補正する必要があります。

注意コンプライアンス責任者によって明示的に承認されていない変更または修正を本機に対して行った
場合、本機を操作するユーザーの権限が失効する可能性があります。

Arqaクイックスタートガイド
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Datapath UK and 
Corporate Headquarters
Bemrose House, Bemrose Park,
Wayzgoose Drive, Derby, 
DE21 6XQ, United Kingdom

	 +44 (0) 1332 294 441 
	 sales-uk@datapath.co.uk

Datapath North America 
2490 General Armistead Avenue,  
Suite 102, �Norristown,  
PA 19403, �USA

	 +1 484 679 1553 
	 sales-us@datapath.co.uk

Datapath Japan
Axon Hamamatsucho,
1-1-23 Shibadaimon,
Minato-ku,
Tokyo-to,
105-0012, Japan

	 sales-jp@datapath.co.uk

www.datapath.co.uk


